「台東区に住むお母さんのための日本語学習教材」
【教材概要】

　　本教材は、平成24年度「生活者としての外国人のための日本語教育事業」のもと開講した日本語教室で活動を行うにあたり、各回に使用した教材に修正を加えたものの集合である。そのため、教材は教室活動を前提に作成されており、各回のテーマに沿ったものとなっている。今回、作成にあたっては、地域日本語教室において活動の中で学習できることば・表現例を明記した「活動案」を付すことで、各教材の使用する場面を明確にすることに重点を置いた。
【対象】

　　台東区在住の、来日後間もない日本語学習者。

　主に子どもを持つ「お母さん」を対象としているが、それ以外にも使用可能。

ゼロ～初級程度の日本語学習経験者を想定しているため、在住期間が長くてもこれに相当すれば教材使用の対象となる。

【構成】

　　教室1回の活動に対し、１つの「教材案」と複数の各種教材を付した。教室は全15回で構成した。各種教材は「語彙シート」「絵カード」「タスクシート」「会話例」という4種のいずれかで、内容及び枚数は活動によって異なる。

　（各種教材の分類）

　　■語彙シート　：語彙・表現の一覧

　　■絵カード　　：1枚につき１つの語彙・表現

　　■タスクシート：語彙・表現の確認を行うためのシート

　　■会話例　　　：ある場面での会話例

※「教材案」には教室で使用するものとして「その他教材」（台東区地図、薬袋などの現物）も記載したが、これは本教材には含まない。
【使い方】

　　指導者は、各回のテーマを教室で実践する際、「活動案」を活用して自分の教室で行う活動案を組み立てる。その際、対応する各種教材（★印を用いて示した）を用いて学習者の発話につなげる。
また、「活動案」における各活動の例は、順不同に行ってかまわない。
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